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表４－15　プロジェクト自立発展性とPDM

プロジェクトの要約

上位目標：
南太平洋の研修対象国で適切な資源管理のも
とに小規模漁業の開発・普及が実践される。

プロジェクト目標：
研修対象の南太平洋島嶼国の漁業普及員・漁
民指導者の沿岸漁業普及活動を行う能力が向
上する（沿岸漁業の知識と技術が向上する）。

成果：
 1）小規模漁具漁法に関する知識と技術の習得
 2）漁業資源管理と保全に関する知識の習得
 3）船外機の保守と修理に関する知識と技術
の習得

 4）船体保守と修理に関する知識と技術の習得
 5）漁獲物処理と加工に関する知識と技術の
習得

 6）小規模水産企業の運営管理に関する知識
と技術の習得

 7）域内の研修員間のネットワークの構築

活動：
 1）漁具漁法講義、漁具製作、漁業実習
 2）資源管理・保全に関する講義
 3）船外機保守・修理講義、修理実習
 4）船体保守・修理講義、修理実習、アイス
ボックス製作実習、工場視察

 5）漁獲物処理講義、船上処理実習、氷蔵実習、
加工実習、加工場視察

 6）小規模水産企業経営講義、視察
 7）課外活動、カントリーレポート発表・討議

投入（FY1984～FY199)
＜日本側＞
短期派遣専門家：３週間×２人×15年
　漁具漁法分野
　船外機保守・修理分野
　船体保守・修理分野
　漁獲物処理・保蔵分野
研修員受入：
　３～４週間×(14 ～16人)×15年
　研修用機材供与：和船、波高計など

＜パプア・ニューギニア側＞
講師派遣（パプア・ニューギニア大学内部講
師、外部講師）
　漁具漁法分野
　資源管理・保全分野
　船外機保守・修理分野
　船体保守・修理分野
　漁獲物処理・保蔵分野
　企業経営
研修施設および設備：
　パプア・ニューギニア大学講義室、宿泊施
設、研究施設























 

資　　　料

１　現地調査日程

２　主要面会者リスト

３　収集資料リスト

４　アンケート
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